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はじめに

2000年７月のＧ８サミット沖縄関i催をきっかけに、日本政府（内閣府麹中心に）は沖縄での国際会議開

催葱推進している。日本各地の地方都市での国|際会議開■催が伸び悩んでいる中、中央政府の各官庁の後

押しがあるとしても、いかに神縄が１国'際会議騨附崖の拡大ｉｉｉP図っていくかが闘われている。

この研究の目的は沖縄の国際コンベンションビジネス産業発展の可能性種追求するため国際会議開催

の現状と課題に焦点慈あてて分析することである。特に、沖縄の特性蓬活】蘭､した「沖縄型国際コンベン

ション」発展の可能性について、国際会議開催､､先進地のｺﾞﾋ九州､市と福岡市と比較し、分析した。

地方都市では数人の外国人の参加種?国'際会議の件数として統計数に入れるなど、信頼性の点で問題が

あり、今までのところ、地方都癩での国際会議の発展の可能性についての文献やデータは少慈い。そこ

で～本論文の分析の手法として、本や業界紙やインターネットなどの資料の櫓、上記先進都南での現地

視察と担当者へのヒヤリングを基に調査、分析麹行なった。結果として沖縄はハード面とソフト面でま

だまだ不利な状況にあり、特にサービスなどのソフト面で見劣りしているので、早急な改善が必要なこ

とが判明した．

AIDstract

rheJapanesegovernment,inparticulartheCabinetOffice，hasannoUncedthgL“tpromotes

theholdingofinternationalconve皿ｔｉｏｎｓｉｎＯ瞳inawasinceOkinawashowedthecapabilityto

hostinternationalconferencesbysuccessf極ｌｌｙｈｏｓｔｉｎｇｔｈｅＧ８ＳｕｍｍｉｔｉｎＯｋｉｎａｗａinJulyl9OOO・

However，eventhoughｏ踵i鮒wamaygetencouragementfromthecent畑lgovernment，an

increaseininternationalconveｎｔｉｏｎｓｉｎＯｋｉｎａｗａｒｅｍａｉｎｓｔｏｂｅｓｅｅｎａｔｔｈｉｓｔｉｍｅｏｆｒｅｃｅｎｔ

ｄｅｃｌｉｎｅｉｎｌｌｏstingconventionSatlocalregionsofJapan・

ThispaperBooksatthepossibilityofgrowthintheinternationalconventionsinOkinawa

andbycomparingwithKitakyushuandFukuokasincelocalcitiesvaryintheirmethodsof、

countingthenumberofinternationalconventions，theirstatisticaldatalackreliability・Some

citiesincludeeventsasinternationalconventionswhentherewerefewforeignparticipantswhile

othersdonot、Althoughsourcematerialwaslimited，thisstudyanalyzedtheinfcrmation

gwailableinbooks，magazmesandontheinternet,etc・Italsoconductedsurveyresearchby

interviewingconventionbureaustaffmembersinKitalWushuandFukuokaaswellasin

OlKinawa．ＩtfoundthatOlKinawastilllacksbothfacilities（hardware）andservices（software）

fCrhosting麺ternationalcolwentions・Thusaquickfixfortheseisneeded．
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Ｌ鬮際会議の定霞及び日本の鵜I麦と課題： 表１：圖本で､DIM鱸鬮』､ロ圏|際会議開催縛数
?Ⅱ■0Ⅱ-~=

（参鱸総数ベース尼､01年）

沖縄での国1際コンベンション産業発展の可能性

麹探る繭に、日本全体の国'際会議開催の現状と課

題を見ることにする。国際会議の開催件数や参加

者数で国際的な比較をして見ると、日本は全体と

しては伸びてはいるが、アメヅカ、フランス、イ

ギゾス葱どの先進国に比べると少惹い。例えば

釦01年度の統計では、参翻者が20名以上で参加

国が日本麹含む２カ国以上という我が国の国際

観光振興会（玉N、）の,国i際会議の基準定義でも

アメ畷力やフランス、イギザスなどの先進国と比

べて国際会議の件数が３分の１以下となってい

る。

日本のコンベンション法によ邊国際会議の定義

は「会議、討論会、講習会その縫これらに類する

集会（これらに付随して開催されるl震覧会麹含む）

であって、海外から相'当口数の外国人の参加が見込

まれるもの、並びにこれ副こ併せて行われる観光

旅行その他の外国人のため､､観光及び交流麹目的

とする催し」(注'）となっている。具体崎には、

｢相当数の外国人」が参加する会議、セミナー、

シンポジウムの他、ポストコンベンシ翼ン観光や

交流を目的とする催しが定義となっている。「相

当数の外国人」の参加については、国際コンベン

ションの基準として国際鰄乙は「国際｡國体連合」

(UAI）の基準があるが、日本では外国人参加者

数が1,000人以上の大型のコンベンション件数が

年闘約３件（2000年と2001年､，実績）と少ない。

参加者総数が300人以上で参加者@Ｍ０％が外国人

で参加国数が５カ国以上および会期が３日以上

というUAIの基準を濃たす1劃際会議も少ない。

2001年度は日本人や外国人蓬含む参加者総数が3

00人未満の会議が全体の約７割となっている

(表１灌参照)。

表１にあるように100～199人規模のコンベン

ションが627件と最も多く、参加者総数が300人

未満:のものが全体の72.9％蓬占めた。一方、参

加者総数が2,000人を超える「超大型国､際コンベ

ンション」は99件で、全体の3.6％となっている。

また外国人参加者数は50人未満ibi全体の約８
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資料：国際観光振興会（JNTIO）「規模別に見た
開催件数」http://www､jnto､go,jｐ

表Ｚ：團率で､DjM議翻国1際会蟻關鰭緯数
（外鬮人参翻甕数ベース'２００１年）
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資料：国際観光振興会（JNT1O）「規模別に見た
開卿鐸徽(外国人参i1IIl者数ベース/2001年)」
鮴p://WWW.』狐to・go・jp/japanese／
Convention圏/tokei/tokeil-4､html

割、500人以上は13件で全体の0.5%にすぎない

(表２窓参照)。

表２にあるように外国人参加者が１～９人の会

議は1,136件（41.5％）である。これに10～49人

の1,151件（42.1％）灌加えると、件数で2,鍋7件

で、篝ii合は83.6％となる。逆に500人以上は13件

(0.5％）となっている。

このことから日本では統計上は国i際観光振興会

(JNTO:japanNationalTouristOrganizati｡､）

による「国'際コンベンション」の基準を採用して

いる。ＪＭＤの基準では国'際会議とは1．参加

－５８－

参麺者li蝋【 ＃
■

■数 シェア

1～鯛 535 19.6％

50～鯛 513 18.7％

100～1鯛 627 22.鰯６

200～鯛９ 322 11.8％

300～鍋９ 215 7.9％

400～鯛９ 107 3.9％

駒O～鰯９ 217 7.9％

１，鮒0～1,4鯛 6９ 2.5％

1,500～1,9鯛 3３ 1.2％

2,000～ 鯛 3.6％

合喬

■
似

2,737 100.,％

夕 b国人参趣者 難数 シェア

１～ ９ 1,1鮒 41.5％

1０～ 4９ 1,151 蝿.１

剛戸田〆 鯛 249 9.1

100～1鯛 124 4.5

剛0～鯛９ 4１ 1.5

鋤O～鯛９ 2３ ０．８

鮒O～鯛９ 1０ 0.4

1,000以上 ３ 0.1

合計 2,737 1閃.0％



者数が愚0名以上あり、かつ参加国:数が日本蓬含

む２ケ国以上を占めた国際会議、または２．参加

者数が20名以上あり、かつ外国人参加者数が１０

名以上を占めた国i際会議となっている。(趣）しか

しながら、地方都市では数名の外国人の参加者が

あれば統計的に国|際会議としてあげている場合も

ある。

次に日本での国際会議開催件数をUAIの基準

で国際的に比較して見る。これによると日本は国

レベルの比較ではその件数において1997年から

2001年までの過去５年間11位から13位で推移し

ている。他の先進国に比べると、日本は米国の約

5分の１、イギリスやフランスの約３分の１にす

ぎない（表３を参照)。

表３にあるように2001年の国別開催件数麹見

ると、米国は米国同時多発テロの影響等によって

大幅に件数を減らしたが、例年通り１位窓保ち、

２位から10位までは、８位のオーストラリアを

除きヨーロッパの国々が占めた。上位５カ国の

中では、１３年振りにイギリスがフランス通抜い

て２位となった。

次に表４の都市別の国,際会議關１１催件数を見る

と東京は件数でも順位でも33位（2001年）と低

迷している。

都市別の国'際会議開催件数を見ると、上位５都

市は①バリ（229件）②ロンドン（191件）③プ

ワュッセル（1鯛件）④ウィーン（140件）⑤シ

ン獄ポール（120件）となっている。上位20位の

中で順位を大きく上げた都市はジュネーブ（119

件、対前年比14件増、前年９位から６位)、ソウ

ル（107件、同33件増、前年20位から８位)、ス

トックホルム（90件、同19件増、前年24位から１２

位）の３都市であった。アメリカの場合、国レ

ベルでは国際会議の開催件数は１位であるが、

表 團Ｉ風1'に見た国際会蟻､､開催件数 (単位：件）３：

露Ili
2000年川1年

鰄計はUAI基準にしたもの。、
UUNTO）「国Ｉ別に見た国際会議の,開催件数」
,to・go.』p/japanese/cmwentions/tokei/tokei2-2､html

国 1醗17年 19蝿年 19994

｜■『『， 200鱗

一一口。』 2001年

米国 (1) 1,054 (1) 1,190 (1) 1,202 (】 1,303 (1) 皿騎

イギリス (。 5鯛 (3) 644 (3) 608 (3) 613 (2) 615

フランス (2) 647 (2) $弘 (2) 633 (2) 632 (3) 600

膳イツ (4) 5１９ (4) 5鰯 (4) 剛２ (4) 副】 (4) 544

イタリア (5) 379 (5) 鍋０ (5) 384 (5) 430 (5) 414

スペイン (７） 300 (9) 3０１ (8) 306 (8) 331 (6) 340

ベルギー (8) 295 (8) 307 (9) 294 (9) 312 (7) 3１７

オーストラリア (9) 294 (7) 337 (7) 310 (6) 361 (８） 308

オランダ (6) 341 (6) 342 (6) 366 (7) 3綿 (9) 293

スイス (10） 鰯0 (13） 223 (13） 213 (10） 244 (１０） 240

オーストワア (10） 鰯0 (10） 2鯛 (10） 246 (12） 230 (11） 231

日本 (12） 250 (11） 238 (12） 220 (13） 227 (12） 215

カナダ (13） 227 (12） 230 (、） 240 (11） 242 (13） 208

スウェーデン (16） 158 (14） 1鯛 (17） 150 (17） 139 (14） 194

フィンラン膜 (14） 174 (16） 171 (１４） 185 (i5） １５０ (15） １８４

中国 (15） 162 (15） 177 (15） 158 (14） 164 (１６） 159

デンマーク (17） 146 (１８） １４８ (16） 153 (16） 146 (17） 152

韓国 (25） 9５ (鍋） 5８ (25） 9７ (24） 109 (18） 134

シンガポール (18） 138 (19） 131 (18） 140 (19） 124 (19） 120

ポルトガル (鋼） 101 (17） １６７ (23） 109 (20） 118 (鋤） 116



表４：都爾別に見た国I際会蟻､､開纏(緯数 (単位：件）川
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）内の数字は当該年の順位を示す。
｢都市別に見た国Ｉ際会議の,開催件数」http:www・jnto・gojp

都市レベルではベスト10に入っていない。主な

理由は国際コンベンション施設が全米各地に分散

されていることと、アメリカでは国内会議であれ、

国際会議であれ、地域へ「人」が集まれば地域の

活性化に貢献するので良しと考え、「国'際コンベ

ンションに固執していない」(注3)といわれている。

一方、東京はアジアの都市の中でもシンガポール

(120件、５位)、ソウル（107件、８位)、香港（７７

件、１６位）などと比べても下位にある。

Ⅱ日本で開催された国際コンベン

ションの動向と特徴

1.伸び悩む国'際会議地方開催件数

日本では地域の国{際化や経済活性化の一環とし

て、1980年代中頃から国際コンベンション振興

の強化に取り組んできた。そのような中、運輸省

は1994年９月に「国際会議等の誘致の促進及び

關慌催の円滑化等による国I際観光の振興に関する法

律」いわゆるコンベンション法を制定し、北は岨

－５０－

1997 1998 1999 2000 2001

バリ (1) 2蝋 (1) 247 (1) 247 (1) 276 (1) 229

ロン膜ン (2) 2０５ (2) 200 (4) 1脚 (3) 195 (2) 1９１

ブリュッセル (3) 1腿 (3) 185 (2) 187 (2) 209 (3) 18侭

ウィーン (4) 178 (4) 183 (3) 165 (4) 157 (4) ＭＯ

シンガポール (6) 1鍋 (6) 131 (5) 140 (5) 124 (5) ｌ加

ジュネーブ (5) 146 (7) 1腿 (18） 7４ (9) 105 (６） 119

ベルリン (11） 9７ (８） 105 (6) 136 (7) 、２ (7) 114

ソウル (22） 7０ (37） 4３ (蝿） 6５ (20） 7４ (８） 1伽

コペンハーゲン (8) 106 (9) 104 (8) 113 (1⑲ 103 (9) １０５

シ勝二－ (16） 腿 (16） 8１ (9) 1鰯 (6) 121 (10） 鰯

アムステルダム (7) 1１２ (5) 137 (7) 125 (8) 109 (１１） 醜

バルセロナ (12） 鯛 (22） 7４ (25） 6４ (14） 8９ (12） 鮒

ストックホルム (16） 9２ (12） 9８ (20） 7２ (24） 7１ (13） 9０

ワシントン (9) 100 (11） 102 (10） 103 (１１） 100 (14） 鯛

ロ￣マ (Ｍ） 鯛 (15） 8７ (16） 7８ (16） 8１ (15） 8１

ブタペスト (16） 腿 (2$） 7５ (13） 8５ (１３） 9３ (16） 7７

香港 (9) 100 (鋤） 7６ (14） 8４ (18） 7６ (17） 7７

ヘルシンキ (20） 7７ (17） 80 (12） 船 (３１） 6９ (1s） 稲

一ユーヨーク
ー

(13） 鯛 (14） 9２ (Ｍ） 鯛 (12） 9８ (１９） 7４

ストラスプール (15） 8７ (17） 剛 (15） 帥 (鮒） 7４ (20） 7３

マ膜ワッド (19） 8０ (13） 9６ (17） 7６ (14） 8９ (２０） 7３

リスボン (26） 腿 (9) 104 (25） 6４ (25） 7０ (22） 6７

,メルボルン (27） 5７ (１９） 7９ (29） 剛 (19） 7５ (23） 6４

プラハ (２１） ７２ (23） 6４ (18） ７４ (22） 7３ (24） 6２

バンコク (28） 鰯 (35） 4４ (32） 5１ (鋤） 6２ (25） 鋼

ブエノスアイレス (29） 5０ (32） 4６ (22） 6９ (17） 7７ (25） 閲

東京 (25） 剛 (26） 5９ (27） 6３ (33） 5３ (33） 4６



川市から南はii1m縄地区（那覇市、捕添市、宜野湾

市、沖縄市の４市一体で１つの国際会議観光都市）

を含めて全国で42都市を国際会議観光都市に認

定した。その後、1996年４月に愛知'県の犬山市、

三重県の伊勢志摩地区、山口県の下関市の３市が

加えられ、現在45の都市が「国際会議観光指定

都市」に指定されている。もともとコンベンショ

ン法は日本での国Ⅱ際会議の開催猛促進し、「２１世

紀までに国際コンベンション開催件数を２倍に

する」目的で制定された法律であった｡(注4)しか

しながら、1994年の1769件（参加者数は63,134人）

から2001年の2,737件（88,719人)(注5)ヘヒ件数と

参加者数は増えているが、目標値の２倍までに

は至っていない。日本での国際会議の開Ⅲ催地は

1984年の時点で東京が約半数であった。１０年後

の1993年に東京開催が約15％に減り、地方都市

でも国際会議開催のための厳設面の拡充が進んだ

事から、その分国|際会議開催の地方拡散が急速に

進行するであろうと考えられていた。

しかし2001年の統計に見られるように東京で

の国際会議の開催が全体の約３割と増え、大阪、

名古屋、神戸、京都、福岡麹含めた大都市圏での

開催は全体の約７割と地方都市での開催が思っ

たほど増えてはいない。

一方、日本における国1際コンベンション全体の

都市別開催状況をみると、大都市に集中し、地方

は減少傾向にある。2001年の;開催件数を都市別に

見ると①東京（23区）が759件で１位となり、②

大阪（230件)、③神戸（207件)、④名古屋（194

件）⑤京都（192件)、⑥福岡（147件）⑦千里地

区（113件）⑧横浜（105件）⑨札幌（96件)、⑩

つくば地区（88件）となっている(注7)。上位１０

都市の中で前年より増加したのは千塁地区（対前

年比39.5％)、横浜（同9.4％)、東京（同7.7％)、

神戸（同6.2％)、大阪（同2.7％)、京都（同1.1

％）の６都市・地域で、それ以外の都市は減少

している｡(注6）

またコンベンション産業は1999年の推計とし

て「会議イベント」が１兆1,045億円、「見本市・

展示会」が6,195億円と言われており、(注７)日本が

世界有数の:国'際会議開催国になるというた期待は

薄らいだものの、沖縄県をはじめとする地方自治

体で国'際会議開催のために施設の拡張などが進め

られており、地域活性化への期待は衰えていな

い。(注8）

2.国'際コンペンシ園ンビジネスの現状と課題：

北九州市と福岡雨のケース

1）：I'仇紳I市の国際コンベンションU､現状と課題

北九州市は2002年４月１日の時点で人口約100

万3500人の市である。国：際コンベンション施設

として小倉駅北口地区に各種コンベンション施設

が集積しており、北九州市の「国際コンベンショ

ンゾーン」として位置づけられている。主な国際

会議場と展示場施設としては北九州胤国'際会議場と

西日本総合展示場新館・本館およびアジア太平洋

インポートマート（会議・展示麓設）がある。北

九州国際会議場はＪＲ小倉駅北口の「国,際コンベ

ンションゾーン」の中核となる麓設であるが、施

設は585名収容のメインホールをはじめ、イベン

トホール、国(際会議室、中'j霞議室と事務局室が

ある。中でもメインホールは、パソコンやリモコ

ンカメラなどの画像麹写し出す200インチのハイ

ビジョンプロジェクターが３台設置されており、

会議の演出転図っている。また西日本総合展示場

の施設には国際会議場とホテルが隣接し、アジア

太平洋インポートマートが併設されている。展示

会場は、西日本最大級の展示面積、15,o００㎡（１

フロア8,000㎡の新館と約7,000㎡の本館）が無柱

空間で構成され、ニーズに応じて分割して利用で

きるようになっている。

このコンベーションゾーンの周辺にはリーガル

ロイヤルホテル小倉（35階建ての高層コミュニ

ティホテルで会議や宴会パーティを開けるロイヤ

ルホール1,235㎡最大1,800人収容、祇園1,135㎡

最大1,600人収容)、ステーションホテル小倉、チ

サンホテル小倉などの宿泊施設も集積している。

これらは西日本でも有数のコンベンション機能を

備え、北九州国際会議場を核とした国1際コンベン

ションゾーン猛形成している。

次に全国主要都市における国'際コンベンション
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開催件数と外国人参加者数と麹比較したのが表５

である。

ルなどのコンベンション３髄i識が結ばれてい

ることである。歩いて、しかも車道麹渡る必要

もなく、安全にアクセスできる。これらの施設

へは、雨の曰も濡れることなく10分足らずで

移動できる｡(麹)このコンベンションゾーンか

ら他の公共機関の交通アクセスも便利である。

例えばＪＲ小倉駅までのアクセスは、新幹線で

東京から４時闇32分、新大坂駅からは２時間

である。空路（国内）だと羽Ｉ田空港から北九州

空港まで１時閏30分、北九州空港から小倉駅

までバスで32分である。羽田空港から福岡空

港まで航空機で１時間45分、福而間口空港から博

多駅まで地下鉄６分、博多駅から小倉まで新

幹線で17分となっている。ＪＲ小倉駅から北九

州国際会議場へは徒歩で約７分である。空路

(国際）では北京から福岡空港へは約３時間、

上海から約１時闇45分、ソウルから約１時間、

香港から約３時間となっている。

表５：全国主要都市（上位15都市）における国
際コンベンション開健件数と外團人参鯛
数及びシェア２０００年（単健：件）順

位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
汕
了
坐
咀
Ｍ
胴

(2)アフターコンベンションの魅力

北九州市はかっては石炭鞍I;P心とした鉄鋼の町

であり、四大工業地帯として発展してきたが、現

在賎北九州エコタウン事業などの霧l境、物！;ｉｉ、

情報の拠点としての町づくりに取り組んでおり、

観光資源にも恵まれた都市である。例えば2Ｍ

年に築城400周年を迎えた小倉域、宮本武蔵と

佐々木小次郎が決闘した「巌流島｣、源平合戦

や馬関戦争などの歴史を持つ「関『蛎峡｣、宇宙

テーマパーク「スペースワール膜」と大正ロマン

が漂う「門司港レトロ地区」などがある｡(注,0)こ

れらの観光資源のある北九州｡市を訪れた観光客

は1995年度で751万人であったのが、1998年度

で’千万人を超え、2000年度で1千19万人と増

力【i傾向に９ある。(注IＤ

２２５６８１１４８

注：国際会議は、国際観光振興会（､JNTO）「コ
ンベンション統計」における国際会議の基
準によるが「日本を含め２カ画以上から２０
人以上の参加があった会議で、シンポジウ
ム、セミナー、講演会等蓬含む」となって
いる。

資料：北九州■市経済局観光課（コンベンション）
2002年11月８日「全国主要都市における国
際コンベンション開催件数とシェア｣、国:際
観光振興会『2000年コンベンション統計』

表５にあるように北九州市は東京、大阪、名古

屋などの大都市には及ばないものの、国際会議開

催でベスト15都市のうち11位（2000年度）となっ

ている。

2）コンベンションシテイオｌｂＭ$I市の利点 (3)北九州コンベンションビューローによる国

際会鐙の醗致・支援活動

コンベンションビューローの基本財産８億600

万円`のうち北九州市が５億円麹?出資し、北九ﾀ{,｜

市が中心となって出資団■体数66団体で1990年に

設立した側）北九州コンベンションビューロー

(1)アクセスの良さと便瓢さ

現地を調査してまず気づくことは、ＪＲ小倉

駅を基点にペデストリアンデッキ（空中回廊）

で北九州国際会議場や西日本総合展示場、ホテ

－６２－

順
位 都市 件数 外国人参ｶﾛ者数

１ 東京（23区） 705（31%） 釦,931（2脇）

２ 大阪 脳４（10%） 6,鯛６〔脇）
３ 名古屋 200（9%） 5,4認（7%）
４ 神戸 1髄（9%） 3,715（5%）
５ 京都 163（7%） 7,483（鯛）
６ 福岡 163（7卿 4,646（6%）
７ 札幌 107（研） 4,308（5%）
８ 横浜 9６（4%） 6,520（脇）
９ つくば地区 鯛（4%） 3,194（蝋）
１０ 千里地区 8１（4%） 6,鍋６（鰯）
1１ 北九州 7２（3%） 2,195（3%）
1２ 仙台 6３（3%） 3,877（5%）

1３ 広島 6０（3%） 2,277（3%）
1４ 千葉 鍋（2%） 3,954（5%）
1５ 淡路 ￣ (０%） 3７（脇）

１５都市計 2,256 81,Ｍ８



I土(注'2)、非営利'団体としてコンベンションビュー

ローの紹介の中で「提供するサービス」は基本

的に「全て無料｣(注'3)をうたい文句としている。

その主なサービス内容としては

i・コンベンションの調査及び企画のために各

種会議や自主イベントを企画・開催している。

市内関連団体と情報交換を行うため、「北九

州コンベンション連絡会議」葱開催している。

ii・コンベンション情報の収集及び提供として

雑誌等各種媒介を矛蝿して、コンベンション

情報を収集し、関連団体に提供している。こ

の他コンベンション情報麹記載したカレンダー

転作成し、会員、関(連団体に配布している。

また北九州市で開催されたコンベンションを

集計した「イベント関:催結果」を発行してい

る。

iii・北九州,国'際会議場の管理運営を北九州市よ

り受託し、北九州国際会議場の管理運営を行っ

ている。

iv、北九州市で開催するコンベンション（学会、

大会、会議など）を対象とした開催麓i成金制

度麹改正し、参加者が、1000人以上（国際

会議は、600人以上）のコンベンションにつ

いては、主催者経費の５分の１葱限度とし

て助成額の最高額を300万円から500万円に

アップした｡(注M）

v、参加者が30名以上のコンベンションの宿泊

者には、平成12年４月現在で市内22施設で

公示宿泊料金から10～45％が割り引かれる

「コンベーションレート」が適用されるコン

ベーションレートの採用激１度がある｡(注'5）

vi､会場などの視察で来る場合、宿沿のホテルを

用意するなど下見等の[際の宿泊･贄を負担してい

る。また、希望に応じて、各コンベンション施

設へ案内するサナービスを実施している｡(注'6）

vii・海外からの参加者には、宿泊二施設、飲食店

など市内49施設で利用できる割引チケット

「ウエルカムクーポン」とお土産を提供して

いる｡(注'7）

viii・国際会議参加者に、市内17施設で利用で

きる観光文化施設優待割引券「みどころクー

ボン｣(注'8)種提供している。

ix・通訳、観光、会場案内、日本文化紹介など

に対応できるボランティア渥手配し、派遣す

るサービス麹行なっている｡(注19）

一方、北九州国□際会議場での2004年～2005

年にかけての予定では2004年５月のISPSD

(パワー半導体デバイス国?際シンポジウム)、

2004年４月のＡＰＬＳ（アジア太平洋埋立シン

ポジューム)、2004年10月のAPPCH遇(アジア

太平洋化学工学連合会議)や2005年10月の国連・

宇宙空間平和利鬮会議などが揚げられている。

3）北九州市の園|際コンベンションﾋﾞｼﾞﾈｽの課題

(1)コンベンション都市間の競争激化と対応が

ある。札幌、新潟、淡路、福岡(などに相次いで

包括的なコンベンション雄設が斎開設され、また

松江、宮崎などの地方都市での駁l成金の拡充で、

コンベンション都市間』の競争は激化している。

特に2003年３月にオープンした「福岡国際会

議場」（3000名11N【容）が福岡と北九州の両都市

閥での誘致競争に拍車をかけるのは必至である。

また、同時並行的な分科会が増える傾向にある

学会関係は、北九州市の施設では不十分で、時

流に遅れをとっており、ハンディとなると考え

られている。

(2)シンガポール、香港など従来の国際コンベ

ンション都市に加え、中国やベトナムなどコス

トの安いアジア諸国の；国|際コンベンション市場

への参入にどのように対処していくかが課題で

ある。

(3)環境、産業、人権、医療等北九州の特性と

会場規模に合ったコンベンション軽誘致して競

争に勝ち抜くことが求められている。

4）国際コンベンションビジネスの現状と繰題：

福岡市のケース

2000年度の福岡市における国際会議の開催件

数を全国との比較してみると、福岡は件数で163

(７％)、外国人参加者が4,646（6％）であり、
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東京、大阪、名古屋、神戸、京都に次いで6位と

なっている（表５を参照)。

福岡市における主なコンベンション施設として

は2003年３月に「福岡国際会議場」が博多港中

央埠頭,区に完成し、同地:区に従来あった「福岡1国

際センター」と「マリンメッセ福岡｣、及び「福

岡サンバレス」に加わったので、従来は複合型で

はなかったが、九州最大規模の複合コンベンショ

ンゾーンが出現した。「福岡)国際会議場」は3000

人収容可能な会議場であるが、会議の形態に応じ

てスライディングウォールによって広さ麩変更で

きる会議室と主催者事務室が配置されている。

｢福岡国際センター」は開館以来、立地条件を活

かした１万人を収容できる大ホール蓬中心に、

大型展示会や大相撲（大相撲11月場所）の他、

福岡国際女子柔道大会など柔剣道猛はじめとする

数多くのスポーツ大会が開催されており、文化的

なイベントやコンベンションの'開催に利用できる。

また１階のメインホールフロアと、２階フロア渥

含めた約5,100平方メートルのスペースは、大型

展示会にも活用できる。約1000台の来場者用駐

車場雇備え、最大収容人員が15,000人の「マワン

メッセ福岡」は、多目的コンベンション施設とし

て大きなイベントや展示会蓬行える「展示機能」

や陸上競技やバレーボールなどの会場として使え

る「アリーナ機能｣、そしてコンサートなどのた

めの「ホール機能」などあらゆる催しに対応でき

るようになっている。福岡サンバレスホテルは、

西日本有数のスケールと設備を誇るメインホール

と、最大500名まで収容できる宴会場、大小６室

の会議場、３６室のホテルからなる。中でもメイン

ホールは2,322席、客席３階層の多目的ホールで、

大規模なコンベンションに利用できる。シーホー

クホテル＆リゾートと福｡岡ドームが隣接する「ホー

クスタウン」には国■際コンベンションも開催可能

な施設と機能を合わせ持つシーホークホテル＆リ

ゾートのホテルがある。例えばコンベンションホー

ルの「アルゴス」は最大4000人収容の巨大なホー

ルを持ち、これは６分割が可能で、８カ国語同而時

通訳システムと大型映像システム機｣能を持つ。こ

のほか、大小24もの宴会場を完備し、会議や研修、

または各種イベントに利用できる。また福岡ドー

ムのアリーナはフイール艀面積が13,50Ｍ・であ

り、東京ドームの約1.4倍の容積を誇る。野球の

他、企業のイベントや4,000人規模の国際コンベ

ンション会場として利１用されている。その他宿泊

施設として福岡市にホテルが約130軒あり、客室

数約19,00O室で、約27,000人が祷縞できる。

5）コンベンションシティ福岡南の瓢点

(1)コンベンションゾーンヘのアクセスと立地

上の利点

コンベンションゾーンは、福I岡市の中心地、

天神から約1.5kｍ、博多駅から約2.5kｍ、福

岡空港から約4.51Kｍと近距離にある。博多駅

または天神よりバスで約８分、車で博多駅より

約10分、福岡空港より約15分にある。隣接の

博多国際ターミナルは韓匡磯山と､､閥にフェリー

とジェットフォイル船が就航している。２００２

年９月時点で人口約136万8,500人の福岡市は韓

国霊山との間に年口間40万人蓬越す人々が行き

来し、国,際旅客ターミナルとしては、国Ⅱ内最大

の旅客数を誇る国'際ターミナル麹持つ｡(注鋤）

福岡市の国際コンベンションゾヒーンヘのアク

セスは良く、国内主要都市から福岡への所要時

閥は新幹線で東京から４時闇53分、京都から２

時間37分、新大阪から２時間17分、飛行機で

東京から１時間40分、名古屋から１時間15分、

大阪から１時間５分となっている。また、福

岡はアジアの玄関口であり、福i岡,国I際空港は国

内28の直行便ルートとハワイ、グアム、イン

艀ネシァのバリ島のテンパサール、マレーシア

のクアラルンプール、シンガポール、タイのバ

ンコク、フィリッピンのマニラ、台北、香港、

広州、上海、青島、桂林、武漢、西安、北京、

大連、済洲島、霊山など20都市と直行便で結

ばれている。

(2)アフターコンベンションの魅力

玄海灘国定公園に指定された福岡市は自然が

豊かで会場から30分以内で海や山の大自然を
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満喫できる。2000年の昔より大陸文化を受け

入れて栄えてきた国i際交流都市である。日本最

大級の娯楽空間,設備の福'岡ドームがあるホーク

スタウン、九州の特徴のある観光地（別府、長

崎、熊本、鹿児島、宮崎など）やテーマバーク

(ハウステンボスや北九州市のスペースワール

襟)と九州各地へは福岡潅中心に交通網が発達

しているので、いろんなアフターコンベンショ

ンが楽しめる。福Ⅱ岡市は象た香港のビジネス雑

誌「ＡｓｉａWeek」のアンケート調査で1997年

と1999年にアジアで住みたい町の一位に選ば

れた実績があることから、コンベンションなど

の短期滞在から長期滞在蓬望む人たちにも人気

のある場所となっている。

らの参加者には、宿泊施設、飲食店などの市

内73施設で３％から30％の割引が受けられ

る｡(注溺）

③福岡術の国'際コンベンションビジネスの課題

福Ⅱ岡市の,国i際コンベンションビジネスの課題を

列挙すると以下に要約できる。

(1)国内'’@には隣接する北九州市の国己際コンベ

ンション機能設備と競合するのは必至であるが、

いかに差別化し、特色を持たせるかが課題であ

る。

(2)国際的にはシンガポール、香港、中国など

のアジア諸国の国1際コンベンション都市との競

合がある。

(3)北九州鬮市の国際コンベンション施設と同様

に、福,岡市の特性、特色をいかした誘致競争が

ある。

(3)福岡コンベンションビューローによる国'際

会蟻の鶴致・支援サービス

ｉ・福岡市で開かれ、準備鶴闇が会議開催期日

の６ケ月かそれ以上かかる国際会議につい

て、財政補i3tl金制度があり、参加者が最低

100人で、その内少なくとも20人以上が外国

からの参加である国際会議については30万

円から300万円」の助成麹受けられる。ただし、

助成額は主催者経費の10％までとなってい

る｡(趣Ｄ

ｉｉ、ローン制度として前貸し制度がある。これ

は最高300万円まで、２年間H無利子となって

いる。ただし、保証人２人が必要で、主催

者経費の40％までで、会議終了後1ケ月以内

に払い戻す必要がある｡(注22）

iii・市内25施設で利用できる観光文化施設の優

待観光クーポン券の発行がある。（有効期間

は２年間で、２年毎に変更される）(注泌）

ｉｖ・会議参加者に対してホテル宿泊料金のコン

ベンションレート割引料金の適用がある。市

内71の宿泊施設で割引率は10％から45％と

なっており、有効期限は2001年４月１日か

ら2003年３月31日までで、割引料金を受け

られる宿泊施設は福i岡コンベンションビュー

ローが承認した所となっている｡(注24）

ｖ、ウエルカムクーポンの提供がある。海外か

3.沖縄の国'際会議ビジネスの現状と課題

全国45の国`際会議観光都市の中の１つとして

沖縄は那覇術、瀧添市、宜野湾市、沖縄市の４

市一体で１つの「国際会議観光都市」に認定され

ている。沖縄の国際会議場施設としては宜野湾市

の沖縄コンベンションセンターと名護市にある万

国津梁鵡がある。万国i聿梁館は2000年３月にオー

プンし、収容人数が965人（メイン会議室とエク

ゼクテイブ会議室の２会議室で605人、オーシヤ

ンルームの360人の合計で965人）と少ないこと

から、参加者が1000人以上の中大型の国Ⅱ際会議

には適さない。実績としては2000年７月のＧ８

のサミットが国(際会議開催の契機となっている。

これを呼び水として小型の各種国'際会議が開催さ

れている。国乢際会議のメイン会場である沖縄コン

ベンションセンターは沖縄の宜野湾市にあり、１４

の会議室と１シアターがある。会議室の最大収容

人数は5,684人で、シアターは1,709人となってい

る。

国内での都市別国際会議開催件数10年闇の維

移を見たのが表６である。

－６５－



表６にあるように国際会議の閲,催件数において

1990年代の当初は東京とその他の都市との差は

なかったが、その後、その差は次第に拡大して２

位の大阪と比較して３倍強となっている。全体と

してみても、国際コンベンションに關口催は最近に

なって東京を筆頭とした大都市に集中していてい

る。沖縄の国際会議開關催件数は1997年どから２

桁へと増加しているが2001年度の数値は全体の

0.4％にすぎない。

患⑤：都市別|国際会蟻開催件数1膵間の推移
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1992年 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年

東
■_

鼠
228 259

(32）

208

(17）

麹７

(33）

343

(24）

344

(33）

436

(53）

603

(50）

705

(54）

759

(59）

大阪
164

６
Ｊ

９
７
１
く

206

(7)

219

(19）

171

(11）

７
Ｊ

９
９
１
く

224

(7)

222

(11）

224

(21）

測
鋤

神
￣

Ｐ
177

６
Ｊ

８
９
１
く

170

(14）

134

(11）

161

(10）

170

(12）

213

(19）

1畑

(17）

195

(13）

207

(15）

名古屋
105 141

(15）

175

(3)

182

(14）

180

(17）

196

(16）

194

(15）

開
⑳
１
く

200

(16）

1瓢

(15）

■－

｣鼠 都
180 150

(22）

180

(26）

154

(20）

169

(16）

1鮪

(34）

1鍋

(21）

181

(12）

190

(19）

192

(21）

福岡
8２

７８
ｊ６く

102

(、）

鍋
⑳
１
く

１
Ｊ

６
９
１
く

鮒
的
１
く

191

(13）

９
Ｊ

９
６
１
く

163

(15）

147

(13）

千里
5１

(1)

8６

(5)

２８
ｊ４く

7１

(4)

０９
ｊ２く

５
Ｊ

１
４
１
く

鮒
ｊ３く

8１

(3)

３
Ｊ

１
２
１
く

横浜
8７ 8５

(24）

104

(31）

8６

(24）

8０

(20）

100

(25）

121

(27）

107

(22）

9６

(鍋）

105

(18）

札幌
7２

８
Ｊ

６
３
く

7８

(3)

6９

(10）

7６

(4)

４
Ｊ

８
６
く

５９
ｊ６く

２
Ｊ

１
６
１
く

107

(7)

６９
ｊ６く

つくば ●

土浦

1９

７４
Ｊ６く

1５

(1)

2４

(2)

5２

(5)

2７

(1)

８３
Ｊ４く

３５
ｊ３く

８８
ｊ９く

脇
Ｊ８Ｉ

北九州
4３

８
Ｊ

４
２く

０６
Ｊ２く

6１

(2)

３
Ｊ

６
２く

５６
ｊ７く

８
Ｊ

６
７く

7１

(7)

7２

(7)

９６
Ｊ８く

広島
4３

２４
Ｊ５く

７６
ｊ８く

０５
ｊ６く

０
Ｊ

６
６
く

7４

(2)

7４

(7)

6２

(5)

０
Ｊ

６
６く

９
Ｊ

５
７く

仙台
3６

０３
Ｊ４く

3８

(10）

3１

(7)

５３
ｊ４く

６５
ｊ７く

８３
Ｊ７く

３
Ｊ

４
９く

6３

(14）

６５
ｊ６く

奈良
７ 1１

(1)

1７

(3)

1７

(O）

1２

(3)

1６

(4)

1６

(3)

1５

(1)

1９

(0）

２
Ｊ

３
５く

千葉
3５ 5０

(12）

０
Ｊ

５
９
く

８３
ｊ７く

5７

(13）

5１

(13）

6３

(16）

０
Ｊ

４
８く

９
Ｊ

３
８
く

６
Ｊ

２
９く

金沢
２ 1４

(5)

1１

(O）

1５

(2)

1２

(4)

1６

(1)

1８

(2)

1３

(2)

1１

(O）

1４

(2)



注１．件数の値は国際観光振興会（JNTO）の基準による。日本を入れて２カ国Ⅲ以上の参加者がある会議
で、セミナー、シンポジウム、講演会などを含む。

注２．（）内の件数は総参加者数が300人以上でそのうち50人以上の外国人参加者がある「中大型会
議件数」を示す。

注３．１つの会議が複数の都市にまたがって開Ⅱ催された場合は、それぞれの都市が１件として数えてい
る。

注４．千塁地区は豊中市、吹田市、茨城市、高槻市、箕面市を指す。
資料：国立京都Ⅱ国際会館「平成15年度事業計画書収支予算書」ｐ５
http://www・joho-kyoto-or・jp/KICH/orgmng/jigyopln2003､pdf

次に沖縄での国際会議開催におけるサービス面、

ソフト面を見てみる。まず国'際会議の誘致運動か

ら総合案内などを含めて、1996年４月に発足し

た沖縄観光コンベンションサービスビューローが

事業として支援している。その中でコンベンショ

ン振興事業として（１）コンベンション広報宣伝

事業、（２）コンベンション誘致活動事業、（３）

調査研究、（４）人材育成、（５）スポーツコンベ

－６７－

1992年 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年

木更津
９

(1)

1１

(1)

1６

(1)

1９

(O）

1４

(0）

沖縄
４ ６

(3)

６

(2)

§

(3)

４

(0）

1１

(2)

鮒

(1)

８１
；１く

５
Ｊ

２
３
く

２
Ｊ

１
２
く

長崎
１ ３

(0）

２

(1)

７

(1)

８

(1)

８

(1)

８

(1)

７

(3)

1４

(2)

1１

(3)

富山
９ ６

(0）

８

(O）

９

(O）

1０

(1)

７

(0）

1４

(O）

1０

(2)

９

(0）

1１

(3)

新潟
1１ ４

(1)

1２

(1)

1２

(1)

1０

(1)

９

(3)

６

(1)

９

(1)

８

(1)

９

(1)

静岡
２ ２ １ ６ ５

(1)

、

(1)

９

(1)

６

(0）

８

(5)

８

(2)

岐阜
３ ５

(O）

４

(0）

９

(2)

６

(1)

６

(2)

６

(2)

９

(2)

８

(1)

７

(1)

熊本
６ ６

(O）

1１

(1)

1３

(1)

２

(O）

1８

(1)

1１

(O）

５

(1)

５

(2)

７

(1)

宮崎
３ ３

(O）

３

(0）

７

(0）

７

(2)

６

(1)

1１

(2)

６

(1)

1５

(3)

６

(1)

浜松
２ ２

(0）

1１

(5)

８

(5)

２

(0）

1１

(4)

６

(3)

５

(2)

７

(3)

５

(1)

松山
１ ８

(1)

５

(1)

７

(O）

５

(O）

６

(1)

1３

(3)

1３

(3)

２

(1)

４

(0）

その他
、４

４
Ｊ

２
６
１
く

156

(11）

168

(10）

238

(24）

2Ｍ

(29）

1鮒

(24）

181

(30）

263

(30）

266

(21）

合計
1487 1665

(161）

1786

(1鯛）

1833

(189）

2000

(179）

2175

(220）

2415

(250）

2478

(209）

2696

(271）

2747

(258）



ンション推進事業を行なっている。沖縄コンベン

ションビューローの係の｡説明では、特に国内外の

コンベンション推進機関との共同宣伝や専門誌に

よる広報宣伝を展開するとともに、産業、学術、

教育、文化、スポーツなど各分野のトレードショー

及び国'際的な会議、キャンプ等を積極的に誘致し

国際コンベンション都市鉾J縄づくりを図るとして

いる｡(注溺)そのための事務所として沖縄以外に東

京事務所、大阪事務所、福膝事務所、北海道観光・

物産情報センター、台北事務所、韓国事務所を構

えている。

沖縄の場合、この他、県外から10名以上又は

海外から５名以上の参加者のあるコンベンション

に対して最大30万円までの物的支援蓬行ってい

る。例えば空港での歓迎看板、会場での看板、会

場の盛り花、歓迎用の花束、ミス沖縄の派遣、芸

能団の派遣などがある。問題は表７にあるように

沖縄の国際コンベンションに対する制度的な取り

組みが福岡、北九州、宮崎に比較して弱いことで

ある。例えば北九州市や福,岡にある国し際会議参加

者に対する割引観光クーポン制度や割引ホテルレー

トなどがない。

表了：iB*縄、福岡、北九州、宮崎コンベンションビューローサービスの比較

資料 `ConventionBureauServices',http://www､jnto・go・jp/Ｍ１/eng/CBS/Okinawa/bureau､html
``ConventionBureauServices''http://www､jntogo・jp/Ｍ１/eng/CBS/fukuoka/bureau､html
`ConvenIDionBureauServices'，http://www・jnto､go・jp/Ｍ１/eng/CBS/kitakyusyu/bureau・ｈｔｍｌ
"ConventionBureauServices'，http://www・jnto・go・jp/Ｍ１/eng/CBS/miyazaki/bureaU・hｔｍｌ

－６８－

補助金制1度 前貸しローン制度 割引観光クー

ボン制度

割引ホテル

レート

インターネッ

卜による英

語案内

ボランティ

アの紹介と

手配

沖縄コンベ

ンションビュー

ロ_

県外から1,000

名以上の参加

者に対して最

大100万円まで

なし なし なし なし 紹介はする

が、手配な

し

福岡コンベ

ンションビュー

ロ－

300,000から

3,000,000円

主催者総経

費の10％ま

で

あり

(1)最大300万円

まで（総費用の

40%）

(2)会議終了後１

ケ月以内に支払
￣

つ

25の施設で

可能である、

2年間有効

割引は10から

45%,７１の施設

で可能ウェル

カムカードで３

から30%,割引

可能。７３の施

設で可能

あり 紹介し、手

配もする

北九州コン

ベンション

ビューロー

最高300万円ま

で（最近500万

円までアップ）

なし 18の施設 22の施設で、

割引率は1０

から46％

あり 紹介し、手

配もする

宮崎コンベ

ンションビュー

ロ_

鋤ﾛ者数によっ

て250,000円

から3,750,000

円まで（総費

用の50％まで

負担）

なし なし 国際会議だ

けに適用す

る

なし 紹介し、手

配もする



４鞠縄で@､国際会議開催の発展の爾龍性 者は約5,700人で、それ以上の参加者の国際

会議は－箇所では難しい状況にある。例｢えば

参加者が6000人以上の本会議は灘,縄の現状

では厳しく、本会議猛鱸設のある東京その他

の大都会の'国|際会議場で開催し、分科会を沖

縄で閲,催する可熊性はある。しかし、本土と

瀞Ｉ縄とは遠距離で、実質的に空路のアクセス

はコスト高と葱らざるをえない地理的なハン

ディがある。

また宜野湾市の沖縄コンベンションセンター

と名護市にある万国津梁鎗の両会議場の,同時

便用濯考えるにしても、両会議場は隣接して

おらず、車のアクセスが約１時間以上かかる

アクセス關口題が残っている。

2)．交通のアクセスの鱸問題[がある。那覇空港と

海外との都南麹結ぶ直行便は台北、ソウル、

上海、マニラと限られている。那覇空港から

宜野湾の沖縄コンベンションセンターや万国

津梁鶴までは遠く、かつ交通渋滞などの闇題

もある。

3)．会議場と樗拍■ホテルが離れており、各種レ

ストランやショッピング街が会場から遠い。

リゾートホテルなど部屋ごとの料金設定では

なく、参ｶﾛ者1人当たりの料金で、かつ参加

者へのホテルやレストランの割引クーポン制

度が整備されておらず、北九州や福岡など国

内の他の会議場や海外と比較して割高となっ

ている。

4)．世界の共通語としての英語遂しゃべる人が

限られている。タクシーや商店の店員は英語

が話せず、話が通じない場合が多い。

5)．クレジットカー艀で買い物できる店が限ら

れているので、拡充が必要である。

6)．大都市での>国腱際会議に比べてアフターコン

ベンションの多様なオプションに欠けている。

例えI鼠iI獺iでは買い物､都会での生活、ショー

ルームや工場見学、見本市など限られており、

選択の巾:が少ない。国'際観光振興会（JNTO）

が1999年夏から2000年冬に国'際会議出席の

訪日外国人へのアンケート調査では日本料理、

郷土料理を味わいたいが約68％、買い物

沖縄での国際会議,開催の発展の可鱸性蓬集約す

ると以下のようになる。

1）中央政府各省庁関連での国'際会議の沖;縄開催

が内:鬮府の後押しで期待できる。例えば第６

回の,国Ｉ際会議など、#1$'縄關i繼繼鐘のための各省

庁連絡会議が2003年５月27日に内｣關府で開か

れたが、2003年度は13件で、そのうち１件は

開催済みである。今後も年15件程度で稗I縄で

の国際会議開催に務めるとしている。ｉｌ１ｉ縄での

国際会議の2003年度から2007年度藻での予定

一覧表については付録蓬参照。

2）海洋自然、亜熱帯気候、マリンスポーツを含

む各種アウトドアスポーツ、健康保養、医療等

の沖縄の特性と沖縄の会場規模にマッチした、

コンベンションとコンベンシ葛ン関連ビジネス

の発展の可能性は高い。

3）大規模な本会議は日本本土の大都市で行い、

分科会とアフターコンベンションの観光と娯楽

猛含めて沖縄で口關'催することが期待できる。そ

の胸際、北九州や縞岡のようにホテルやレストラ

ンその他の割安コンベンションレートの導入が

必要である。

4）沖縄本島だけでなく、沖■縄の各離島との連携

でアフターコンベンション旅行の発展が見込ま

れる。

5）これから世界のトップレベルの「沖縄科学技

術大学院大学」の創設で、構想として上がって

いる生物学、ナノテクノロジ－、物理学、化学、

コンピューターサイエンスなどの学際的な研究

と教育分野(注2,から、関連分野の邉国i際学会やⅢ国

際セミナーなどの開催が期待できる。

これらの可能性を実現するための沖縄におけ

る国際コンベンションビジネスの発展の課題と

しては以下のことが指摘できる。

１)．コンベンション施設の収容人数が少ない。

沖縄コンベンションセンターで5,684人、シ

アターは1,709人で、万国津梁館は965人で

ある。このことから、メイン会場､､灘縄コン

ベンションセンターでの`国i際会議の最大参加

－６９－



(約47％)、都会の生活（約43％）寺社、庭

園などの歴史的名所（約39％）工場見学・

見本市（約23％）(注鋼)となっている。

万国律梁館などが整備され、国'際会議開催につい

ての鞭l待が高まってきた。日本駿府も内閣府を中

心に政府主催の'国際会議このiIﾄﾞI縄開催麹維進してい

く事を2000年サミット後に決定した。沖縄は国

内で唯一の亜熱帯気候の地域であり、地域の特性

や温暖な気候とサンゴ礁に囲まれた美しい島とい

う自然の豊かさをいかして国際会議關Ｉ催により、

地域発展の可能性は高いといえる。しかしながら、

日本の:国士交通省が定める国際会議都市の４つの

要件、１．国際会議場麓(設等が整備されているこ

と、２．宿泊癒設が整備されていること、３．国

際会議等の誘致体ｌｌｉＭが整備されていること、４．

近傍に観光資源が存在することを瀞縄は一応満た

しているが、４の観光資鑛臘除いてハー穰爾の施

設の整備が不十分である。例えば国際会議場の規

模においても参加者が約８千人以上種超える本会

議は無理であり、その場合、東京等で本会議をや

り、分科会会議髭沖縄でとなるが飛行機やバスな

どの乗り継ぎなどのコストがかかるという問題が

ある。また国際会議参加者へのホテルやレストラ

ンでの各種書Ｉ引制度などのサービス画が北九州市

JMD福岡市などと比較して劣る。さらにインターネッ

トによる英語案内も充実しておらず、不足してい

る県内の同時通訳者の確保や通訳ボランティアの

手配などソフト面の誘致体制の｡整備についても、

まだまだ不十分といえる。

結論

日本で開扁艤される国際会議の件数は年々増えて

はいるが、他の先鍵諸国と比較すると2001年度

は米国の約５分の１そしてイギリスやフランス

の約３分の１にすぎない。各種国際会議の参加

者総数も1000人以上の大型会議は少なく、300人

以下が約73％と小規模会議が多い。また外国人

の参加者数も船人未瀧が全体の:約８割と外国人

の参力晴が少ないのが特徴である。

一方、日本での国i際会議の､地方開催については

1994年のコンベンション法の制定と1996年の

｢国際会議観光都南」による沖■縄蓬含む45のi駆市

が国i際会議観光都市として認定された事により、

国際会議の地方開催が急速に展開された。しかし

慈がら、1993年度に見られるように一時的に東

京での開催が約15％減少したことがあったもの

の、その後は東京、大阪、名古屋、神戸、京都、

福岡蓬含めた大都会での国際会議の開冊繼は約７

割で推移していて、最近の傾向としては東京開催

が増えているのが特徴となっている。その分、地

方での国際会議のi開催は増えていない。北九州市

の場合、新幹線で約25分でいける福岡市に国際

会議場が拡充されているので、施設面の拡充が進

んでも福岡市と競合しており開Ⅱ催件数は伸び悩ん

でいる。

沖縄は2000年のＧ８サミットを契機として、

＊尚、本論文の資料収集につき宮城敏郎助教授

の御協力をいただきました。ここに感謝申し

上げます。

－７０－
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億I録
表a：2003年から2007年まで沖縄開催予竃の国M蟹金Ｉ義

開催場所参加人数

万国津梁館５００

100

－７１－

年度 会議名 開'艤期Ｉ間 開催場所 参ｶﾛ人数

２
０
０
３

iNlN縄科学技術大学院大学国際シンポジューム

､１
－￣ 第２回評譲会

Ｗｌ
￣￣ ワークショップ

“

ワーキングチーム、アカデミー

コミティ(年２回程度）

第４回FNCＡ大臣綴会合（アジア原子力協力に

関する会議）

ifiU縄国際フォーラム

国際農林水産業研究センター招へい共同研究（沖
縄型）成果報告会

日独観光交流促進協議

第16回'国連アジア太平洋地域地図会議

地球地図フォーラム2003ｉｎ沖縄

第10厘I地球tul図国{際運営委員会会合

アジア太平洋GIS基盤常置委員会アジア地図ワー
クショヅプ

10月16～1８

未定

04年３月14～20日

未定

12月初旬

各年度内

9月

未定

７月14～19日

７月12～15日

７月11日

７月12～13日

万国i率築館

未定

読谷村（ホテル

日航アヮビラ）

未定

県内で検討中

県内

JIRCAS（国際

農林水産業研究

センター沖縄支

所

上野村

ンショ
￣

０８
－￣

⑪
￣ －－

６０
●■■■■■■■■■￣

500

2０

30～5０

約2０

70人程度

100

20～2５

2０

約200

約200

約4０

約5０

●

２
０
０
４

第10回国際サンゴ礁学会

沖縄科学技術大学院大学第３回評議会（予定）

０．
￣￣ 国際シンポジューム（予定）

００
￣￣ 第４回評議会（予定）

。。
￣ ￣ ワークショヅプ（予定）

6６
－－ ワーキングチーム、アカデミー

コミテイなど（年２回程度）（予定）

国'際農林水産業研究センター招へい共同研究（沖
縄型）成果報告会

6月

未定

未定

未定

未定

未定

９月予定

未定

未定

未定

未定

未定

JIRCAS（国際

農林Zk産業研究

センターネビド'縄支

所）

約1000

約2０

約500

約2０

3０

約2０

20～2５



開催期間 開催場所 参加人数

資料：「国際会議の沖縄開催：０７年度までに34件」2003年５月27日「琉球新報』（朝刊)。Ｐ､９
“ICI《Ｓ２００４０ＫＩＮＡＷＡ：l0thInternationalCoralReefSymposium”
http://www､plando・CO.』p/icrs2004／

－７２－

年度 会議名 開催期|間 開催場所 参加人数

２
０
０
５

沖縄科学技術大学院篇息園f評議会（予定）

“
－－￣ 国際シンポジューム（予定）

０４
－￣ 第６圏Ⅲ評議会（予定）

8６
－ ￣ ワークショップ（予定）

“
￣■■■■■■ ワーキングチーム、アカデミー

コミテイなど（年２回程度）（予定）

第46回米州開発銀行・第２０１回'米州■投資会社年次総
会

1重Ｉ際農林水産業研究センター招へい共同li肝究（沖
縄型）成果報告会

未定

未定

未定

未定

未定

４月10～12日

９月予定

未定

未定

未定

未定

未定

神縄コンベン
ションセンター

J鴎CAS(国際

農林水産業研

究センター神
縄支所）

約2０

約500

約2０

3０

約2０

4000～5000

20～2５

２
０
０
６

灘'縄科学技術大学院大学第７園Ⅲ評議会（予定）

“
￣。■■■■■■ 国際シンポジューム

“
￣￣ 第８回評議会（予定）

４８
－ ￣ ワークショップ（予定）

“
￣￣ ワーキングチーム、アカデミーコミティ

など（年２回程度）（予定）

国際農林水産業研究センター招へい共同研究（神
縄型）成果報告会

未定

未定

未定

未定

未定

９月予定

未定

未定

未定

未定

未定

J畷CAS(国際

農林水産業研

究センター沖
縄支所）

約2０

約500

約2０

3０

約2０

20～2５

２
０
０
７

iｾﾞﾄﾞ】縄科学技術大学院大学第９園｢評議会(予定）

国際農林水産業研究センター招へい共同研究（神
縄型）成果報告会

■

未定

９月予定

未定

JIRCAS(鬮際

農林水産業研

究センター神

縄支所）

約2０

20～2５



１７「コンベンションシティ北九州：北九州コン

ベンション支援態勢」

１８「コンベンションシティ北九州：北九州コン

ベンション支緩態勢」

１９「コンベンションシティ北九州!：北九州コン

ベンション支鰻態勢」

２０「コンベンションシティ福岡について」

file://C*VDOCUM図WLOCALS-1WempIi

triBFDD遇.htxn

21“CoxwentionB剛eauServices:Fin麺ci量1

s即PortProgra1zf，

http://www.』唖Ito・go・瀧/Ｍ１/eng/CBS／

fuktnoka/f蝿鉦ciaLh伽１

２２“Ｃ側ventionB11reauServices:Financial

SupportProgram”

２３“ConVentionBUreauServices:Disco職ｎｔｓ

ｆＣｒ随rticipants”

http://www・銅to・go・jp/Ｍ１/eng/CBS／

fukuoka/discotmts・ｈｔｍｌ

２４‘ConVentionBUreauServices:Discounts

forParticipants'’

２５“ConventionBureauServices:Discounts

forParticipazlts卿

２６沖縄コンベンションビューローの国際会議

担当者の謡では公報繕動に力をいれていると

のことであった。輩た同ビューローは全体と

して専任のスタッフが約70数名いるとのこ

とであった。この点、旅行会社や航空会社、

銀行などから出向からなるスタッフが中心の

北九州のコンベンションビューローの担当者

は沖』縄のスタッフの拡充をうらやましいとの

ことであった。

２７尾身幸次２００２６月29日「沖縄新大学■院

大学構想について」モノグラフｐ３

２８「東京と国,際会議：国'際会議目的で訪日する

外ご国人の括鐵l内容」

http;//www・mid-tokyo・com/map／

謹認

１〕鐵臘，省運輸政策局観光部、国際観光振興会編

１鯛５．『コンベンション法解説』アイシーエ

スガ企邇ｉｐ３４

２「圃際コンベンションの選定基準」

http://www・jnto,go・jp／

japanese/conventionS/tolKei/tokeil-1・html

３『コンベンション法解説」ｐ9７

４『コンベンション法解議i』ｐ､1２

５「圏|際コンベンションの開山催件数、外国人参

加者数（総括)」

跳tp://WWW.”to・go・j1p／

japanese/coxlventio塾s/tokei/tokeil-1､hｔｍｌ

６「都市別に見た開催状ilm」

http://www.』､to・go・jp／

japane鴎/ＣＯ､柵tions/tokei/tokeil-2・html

７佐藤哲哉２００１１２月「日本におけるコン

ベンションの特徴と趨勢」『日本観光研究学

会第１鰻全国大会論文集』ｐ262.

8綾藤哲鐘「日本におけるコンベンションの特

徴と趨勢」ｐ・鮒１

９「コンベンションシティ北九州の魅力につい

て」２０００『Kitakyus剛ＣｏｎｖｅｎｔｉｏｎＢＭｅａｕ

ＦＯＩＷＭＰＡＰＥＲ」ｐ､１

１０「コンベンションシティ北九州の魅力につい

て」ｐｌ

ｌｌ「コンベンションシティ北九州の魅力につい

て」ｐ､１「北九州市の人口動向」

www・city・鮴akyushU・ｊｐ

ｌ２「北九州コンベンションビューローの紹介」

http://www・kitakyu-cb・orjp/shoukai・html

l3「北九州コンベンションビューローの紹介」

１４「新着情報：北九州市でコンベンションを開

催される皆様へ」

file://C:MDOCUME~lViLOCALS~Tempド

triIIGFA・htm

l５「コンベンションシティ北九州：北九州コン

ベンション支援態勢」

http:wwwkitakyu-cb・or・jp/s雌en.hｔｍｌ

１６「コンベンションシティ北九州：北九州コン

ベンション支援態勢」

－７３－
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